
図1－1 血液製剤とは

血漿分画製剤（代表的なもの）

輸血用血液製剤

（「血液製剤の使用指針」（改訂版）を基に厚生労働省作成）

表1－1 主な血液製剤一覧

製剤の種類 説　　　　　　　　　　　明

・水分（91％）

・固形成分（9％：たんぱく質）
：老廃物や栄養素の運搬

・赤血球
：酸素の運搬

・血小板
：止血

・白血球
：感染からの防御

血漿
（55％）

血球
（45％）
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用
血
液
製
剤

赤血球成分製剤
赤血球製剤は血液から血漿、白血球及び血小板の大部分を取り除いたもので、慢性貧血、外科手術前・
中・後の輸血時に用いられる。赤血球製剤にはいくつか種類があり、患者の症状等に応じて使い分
けられている。

血漿成分製剤 新鮮な血漿には各種の凝固因子が含まれており、凝固因子の欠乏による出血傾向の際に用いられる。
血漿製剤の多くは採血した血液より分離した直後の血漿を直ちに凍結した新鮮凍結血漿である。

血小板成分製剤
血小板製剤は成分採血装置を用いて血小板成分献血により得られたもので、血小板数が減少したり、
血小板産生の低下による減少をみた場合、あるいは血小板の機能に異常がある場合等で、出血して
いたりあるいは出血の危険性の高い場合に出血予防のために用いられる。

全血製剤

血漿分画製剤

献血血液に血液保存液を加えたものが全血製剤であり、大量輸血時等に使用されることもあるが、
赤血球成分製剤の使用が主流となったため、現在ではほとんど使われていない。

血漿に含まれるアルブミン、免疫グロブリン、血液凝固因子等のタンパク質を分離し取り出したも
のが血漿分画製剤である。アルブミン製剤はやけどやショック等の際に、免疫グロブリンは重症感
染症やある種の感染症の予防治療のためや免疫機能が低下した場合等に、凝固因子は血友病患者の
治療等のために用いられる。

○血液の役割

成人で体重の約1／13を占める血液は、人体の機能

を維持するために欠かせないものです。血液と抗凝固剤

を試験管に入れしばらく放置すると二つの層に分離しま

すが、上層に浮かんでくる液体は血漿
しょう

（約55％、水分

とタンパク質からなる）、下層に沈殿してくるのが血球

（約45％、赤血球・白血球・血小板からなる）です。血

液の生理機能は、酸素（赤血球）、二酸化炭素や栄養素

（血漿）などの運搬、感染防御（白血球）、止血（血小板）

など多岐にわたります。

○血液製剤の種類

血液製剤とは、人の血液又はこれから得られた物を有

効成分とする医薬品のことで、輸血用血液製剤と血漿
しょう

分

画製剤に分かれます。

「輸血用血液製剤」は、人の血液の全部（全血）又は

人の血液から赤血球、血小板、血漿
しょう

といった成分を分

離・調製した製剤（成分製剤）です。現在は主に成分製

剤が使われています。「血漿
しょう

分画製剤」は、人の血液の

血漿
しょう

から、治療に必要な血漿
しょう

タンパク質を種類ごとに分

離精製したもので、主なものに、アルブミン製剤、免疫

グロブリン製剤、血液凝固因子製剤があります。

主な血液製剤の効能・効果等を表1－1に示しました。
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